
 

 

 

 

 

 

 あけましておめでとうございます 

新しく迎える２０２１年、ますます児童たちの活

躍の機会ができることを願うとともに、皆様にとっ

て、さらに良い年となりますよう心よりお祈り申しあげます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

九条北小学校 校長室だより 

                  
令和３年１月７日 NO.７６ 

★ ６年生児童の活躍～軟式野球の全国大会で「優勝」 ！！ ★ 

始業式の中で紹介しました。 

７月の児童朝会で、６年生の島岡さんと濵地さんが、大阪選

抜チームに選出され、軟式野球の全国大会に出場することを紹

介し、みんなで激励の拍手を贈りました。 

 実は、その大会は天候に恵まれず、残念ながら十分な試合が

できなかったため、年末に代替え試合として、三重県伊勢市の

「ダイムスタジアム伊勢」というところで、「お伊勢さん杯全国

少年軟式野球大会」が実施されました。 

 この大会では強豪チームと対戦すると聞いていましたが、島

岡キャプテン率いる「大阪選抜チーム」、みごとに勝利を重ね、優

勝しました。 

（試合の様子を写真で見てもらいました。） 

試合の様子を掲載している大会ホームページには、こう書か

れていました。「マウンドを任せられる投手がそろい、５番から

９番それぞれが出塁でき、１番２番が機動力を見せ、３番４番

が点を取る。全大阪のみごとなチーム力が、優勝へとつながっ

たのだと思う。」 

 最後に、島岡さんと濱地さんへ優勝の「金メダル」を渡し、

全校児童から拍手を贈りました。 

★ 「大阪市小学校学力経年調査」を実施します！ ★ 

すでにお手紙でお知らせしていますが、来週、「大阪市小学校学

力経年調査」を実施します。この調査は、大阪市立の小学校に通う

３年生から６年生までの児童を対象に、児童自身が学習理解度・学

習状況を知り、目標をもって学習に取り組めるようにすることなど

を目的としています。 

 ご家庭でも、児童たちに励ましの声かけをお願いします。 

★対 象 小学校３年生～６年生の全児童 

★実施日 １月１２日（火） ２限【国語】３限【社会】 

     １月１３日（水） ２限【算数】３限【理科】 

４限【英語】（５・６年生のみ） 

     １月１４日（木） 予備日 

 ※ 児童質問紙調査を、いずれかの日に実施します。 

★持ち物 ＨＢまたはＢの黒鉛筆・消しゴム（全学年） 

     ものさし（４～６年、１０ｃｍ以上、三角定規は不可） 

     コンパス（３～５年） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「どんなにしんどい状況でも、あきらめずにがんばること」「仲間の

ことを考えること」の大切さを教えてくれていると思います。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

さて、今日から３学期が始まりました。始まりにあたり、みな

さんに３つのことをお話しします。 

１つめは、「がんばろうと思う目標を決めましょう」ということで

す。２学期の終業式に、冬休みの宿題と伝えていますが、考えて

きましたか。勉強でも運動でも、自分の行動でも、どんなことで

もいいです。今年、特にがんばろうと思うことを心に決めて、新

しい年をスタートしましょう。 

２つめは、「健康であることを心がけましょう」です。まだまだ寒い

時期ですが、しっかり体も動かし、食事もしっかりとって、元気

な体をつくりましょう。新型コロナウイルス感染症についても、

ニュースで東京近辺の状況を報道しているの知っていますか。大

阪も油断できません。コロナに負けない生活をしましょう！ 

３つめは、「充実した３学期を過ごしましょう」です。３学期は、１

年間の締めくくりの学期です。悔いのない日々を、過ごしていき

ましょう。 

 

 

 

新しく迎えた「丑年」は、先を急がず一歩一歩着実に物事を進

めることが大切な年と言われています。植物で言えば、蒔いた種

が芽を出して成長する時期のようです。黙々と目の前の自分のや

るべきことを為すことが将来の成功につながるといわれていま

す。九条北小学校のみなさんが、これからも一層、元気に活躍してく

れることを期待しています。一緒にがんばっていきましょう。 

 

★ ３学期始業式にあたって ★ 

今日は、みなさんの元気な姿を見ることができ、とてもうれしい

です。みなさんは、冬休みをどのように過ごしていましたか？  

私は、毎年、年末にはテレビで「サスケ」を、年始には「箱根駅

伝」を見ています。箱根駅伝では、毎年、たくさんのドラマがあり

ますが、今年もありました。特に心に残っている選手が３人います。 

 

まずは、昨年に続き総合優勝をねらう青山学院大学の往路の４区

を走った選手です。走っている途中、足に異変が出て、何回かスト

レッチのような動作をしていました。実は、あとでわかったことで

すが、疲労骨折をしていたそうです。他の選手に抜かれ、順位がど

んどん下がっていきます。足の状態も、そして気持ちの上でも、走

り続けるのは、とてもしんどい状態だったと思います。でも、最後

まで、あきらめずにタスキを渡すまでがんばりきりました。 

 

２人目は、同じく青山学院大学のキャプテンです。往路で１２位

となったことで、監督がずいぶん気落ちしていたそうですが、選手

たちが、「あきらめないで、がんばろう。」と声をかけ合い、復路で

順位を上げていき、復路優勝、総合４位の結果を残しました。そう

いうチームワークを作り出した中心が、キャプテンです。実は、このキャ

プテンは、本番前に負傷してしまい、チーム全体のことを考え自ら応

援に回ったそうです。水分補給を手助けしていました。 

 

３人目は、総合優勝した駒澤大学の最後に走った選手です。前を

走る創価大学との差は非常に大きく、追いつくのはまず不可能と思

われていました。それが、最後まであきらめずに差を縮め、ゴール間

近で、ついに追い抜きました。 

 


